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本論は明治初年 の東京を題材として ､ 近世江戸から近代東京 へ g) 移行期に お

ける都市史 の全体像を明らかにしたもの で あ る ｡ 従来､ 東京 における近代都市

史研究は数多く蓄積され て きたが ､ 明治初年の動向は資料的制約からほとんど

解明され て こ なか っ た ｡ 本論で は既知の資料に加え ､ 新たな資料を精力的に発

掘し ､ これ らをもと に先行研究とは異な る視角か ら当該期 の東京 の実像を描き

出した意欲作で あ る ｡

序論で は , 先行研究の批判的レビ ュ ー を行 い つ つ ､ 著者 の研究視角が明示さ

れ る ｡ すなわ ち従来の研究 で は東京 の近代を ｢ 西 欧の 移植｣ や産業革命に代表

され る狭義 の近代化 の文脈 の なかで捉えられがちで あ っ たが ､ 本論で は近世か

ら継承された都市 の基層部分の存在形態を重視し ､ そ の 上 に重畳す る近代的要

素の位置づけを試み て い る ｡ すなわち都市計画や都市政策 の意味づけを江戸 ･

東京とい う歴史都市の 全体像から再考す る こ とが企 図されて い る ｡

本論は9 章と付論 2 章か らなり ､ 郭内に お ける首都形成を取り扱 っ た1 - 4 章

を第1 部 ､ 郭外 の 首都化 の噂外 に あ っ た部分 の動向を明らか に した 5 - 9 章 , 旧

幕臣屋敷地区 の 明治期 の実態を分析した付論 1 ､ 2 章で構成され て い る ｡

第 1 部首都化で は ､ 明治初年に お い て ｢ 郭内｣ ｢ 郭外｣ が設定された事実を

明らか に した ｡ こ の 事実は本論で はじめて指摘された新知見 で あ る ｡ 江戸城お

よび有力藩邸が建ち並んで い た部内は ､ 維新後直ち に新政府 に よ っ て 収公され ､

特別な関心をも っ て 遷都および首都化がはかられた ｡ すなわ ち江戸城には京都

から皇居が移され ､ 実質を伴うかたちで 皇城が成立し､ 諸官庁施設および旧公

家の移転もほぼ こ の 郭内に限定す るか たち で進行 した ｡ 皇 城内 の建築施設 の実

態や明治初年 の諸官庁 の分布 ､ 公家の 移転先を解明 した先行研究が皆無ななか ､

本論で は首都化 の実像をはじめて 具体的に 明 らか に した とい う こ とが で き る

(第 1 ､ 2 章) 0

首都化 の 局面から捉えた場合 ､

_
明治 5 年の 銀座煉瓦街計画はまた違 っ た側面

をみせ る こと にな る ｡ すな わち第3 章で は , 銀座煉瓦街計画を新資料などに も

とづ い て再考し､ 単な る西欧の移植だけでな く ､ 郭内の論理 ､ すな わち天皇を

頂点とする近代都市創出 の
一 翼を担う べ く この計画は推移し ､ 建築を手段とし

た公権力 の都市に対す る介入 の事例として定位される o 銀座と い う場所は皇城

に近接した郭内に おける重要な位置に あ っ た こ とは ､ 上記の よう な文脈から理

解で きる の で ある ｡ さ ら に第4 章で は銀座と皇城 の間の 地 区に皇大神宮遥拝殿

が建設されたとい う事実を発掘し , こ れ また東京 の首都化に おける新政府の宗

教政策の
一 環として捉え る こ とが可能であ る ｡

第 2 部は部外に おける都市生活者を主体とする近代移行期 の動向を扱 っ た各

章からな る ｡ 明治初年 ､ 旧武家地 の い く つ か で は ｢新開町｣ と呼ばれ る開発が

民間主導で進められ ､ 盛り場化したも の も少なくなか っ た ｡ こ こ で は新開町の



全体的動向 ( 第 5 章) ､ 下谷和泉橘通り 一 帯の 薫進屋敷 における 開発 ( 第6
章) ､ 神田連雀町の開発 (第 8 章). な ど の個別事例研究を通 して , 近世か ら近
代移行期の混乱期における 民間開発 の実像をはじめて明らかにした ｡ 新開町は

郭外に数多く生まれ , それぞれが新たな都市各部の核となりながら ､ 全体とし
て東京を近代 へ と連続的に推し進める別 の フ ァ ク タ - とな っ て ゆく o また部外
で は こ の時期 ､ 地方の産土神を勧請した造拝所が私有地内で数多く誕生し , 東
京 の求心的構造を別 の かたち で強化して い く こ と にな る (第7 章) 0

第 9 章は旧町人地の状況 を明治後期 の 日本橋 における借地人運動を素材とし
て 明らか に したも の で あ る ｡ 地主 と店子 の鋭い対立は近世で は必ずしも問題に
な らなか っ た が ､ 明治後半にな る と土地 の 商品化 ､ 資本化 に ともな っ て ､ よう

や く顕在化して い く ｡ 本章で は従来､ 法制史の分野 で しか扱われなか っ た借地
人運動の実相を当該期の社会的背景を踏まえながら, 都市史 の テ ー

マ として問
題化する こ とに成功した ｡

以上 ､ 本論は明治初年の動乱期における東京 の近代化の実像を郭内､ 郭外 の

2 元構造から捉え直し ､ 単な る 西欧移植の 近代化に とどま らな い , 都市 の基層

部分の 内発的展開をも含み こん だ実証的研究 で あ っ て ､ 従来 の 近代都市史 の水

準を格段 に推し上げる こ と に貢献した力篇で ある と評価 で き る ｡ しか も こ こ で

取 り上げられた議論は ､ 都市史や建築史 の狭 い分野 に と どま らず ､ 日本の 近代
そ の もの を問 い 直す こ とに つ なが る本質的問題で あ る とい っ て よい o よ っ て ､

本論文は博士 ( 工学) の 学位請求論文として合格と認められ る ｡




